
表 ：授業内容 
単元名 分数 
本時 ４/８ 
実践日 令和３年 月１日 
学習者 市立 小学校 年 組（ 人） 
主眼 単位分数のいくつ分や数直線で考える活動を通し

て，同分母分数の大小比較や相等の関係を理解する
ことができる。 

表２：授業展開と手立て 
授業展開 学習の手立て

前時の振り返りを行い，
本時学習の見通しについ
て話す。

問題解決の見通しをもたせるた
めに，前時学習内容についてス
ライドを用いて復習させる。

同分母の分数の大きさ比
べの方法について話し合
う。

問題に取り組む際に，ヒントカ
ードの選択肢を提示する。

１と分数の大きさ比べを
行い，わけを説明し合
う。

相等の関係について理解できる
ようにするために，数直線を提
示し，１と分数との関係につい
て捉える場を設定する。その後
児童相互の交流場面を設定す
る。

適応問題に取り組む。 分数の大小比較について理解を
深めることができるようにする
ために，自作問題を提示する。

表３： シートを活用した指導案（活動 ） 

学習活動

すべて
の児童
の到達
目標

学びの多様性 活動・支援の工夫

２．同分
母分数の
大きさ比
べの方法
について
話し合
う。

同分母
分数の
大きさ
比べに
ついて
理解す
ること

・数直線上にどのよ
うに書いたらいいの
かわからない。
・自分で考えたい。
・考えるのが苦手
・先生に聞きながら
考えたい。
・友達に聞きたい
・発表したい
・説明が難しい

・問題に取り組む際
に，ヒントカードの選
択肢を提示する。

授業分析と考察

表 ：授業後のアンケート結果（全体： ）
自分の考えをもつことはできましたか。

できた すこしできた あまりできなかった できなかった

１７ １０ ７ １

ヒントカードは考える時に役に立ちましたか。

役に立った すこし役に立

った

あまり役に立

たなかった

使ってない

２７ ２ １ ５

３ 友達に自分の考えを伝えることはできましたか。

できた すこしできた あまりできなかった できなかった

１９ ７ ５ ４

４ 自分で進んで問題に取り組むことはできましたか。

できた すこしできた あまりできなかった できなかった

２１ １０ ３ １

授業後のアンケートの結果は表 の通りである。

自分の考えをもつことはできましたかという質問

に対して， 人が肯定的な結果を示した。理由と

して，「ヒントカードを使うことで自分の考えをも

つことができたから」や「友達の考えを聞いてわ

かったから」とあった。一方で， 人は否定的な

結果を示した。理由として「わからなかったが先

生に聞くことができなかった」とあった。ヒント

カードや意見交流が自分の考えをもつことに有効

であった一方で，先生に聞いて考えたいという児

童の願いに応えることはできなかった。原因とし

ては，十分な机間指導ができなかったことが挙げ

られる。

ヒントカードは，考える時に役に立ちましたか

という質問には 人が肯定的な結果を示した。

「わからなかったがヒントカードを使うと思いつ

いたから」という記述があった。使っていない

人の児童に関しても，自分で考えたかったからと

いう記述があり，ヒントカードの活用に関して自

分で選択する姿がみられた。

友達に自分の考えを伝えることはできましたか

という質問に対しては， 人が否定的な結果を示

した。自分の考えをもつことができているが自信

がなく交流場面で伝えることができなかったり，

他者の考えを聞くだけにとどまってしまったりし

ていることが記述から分かった。

進んで学習に取り組むことができましたかとい

う質問には， 人が肯定的な結果を示した。「友

達の意見を聞いて解くことができたから」や「チ

ャレンジ問題まで解くことができたから」という

記述が多かった。否定的な結果を示した 人の児

童には，授業の中で教師からヒントカードの活用

など，机間指導による声掛けが必要であったと考

える。

学習の感想では，「もっと発表したい」，「もっと

詳しく説明したい」という記述があり，学習に前

向きに向かう児童の姿をみることができた。

成果と課題

本研究の成果は，アンケート等による実態把握

と シートを活用した授業構想，実践を通

して，児童の授業に対する願いに応じた授業をす

ることができたことである。

課題としては，本実践授業の中で十分に力を発

揮できていない児童がいたことである。原因を再

度分析し今後の授業実践に活かしていきたい。
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研究の目的

これからの子どもたちには，社会の加速度的な

変化の中でも，蓄積された知識を礎としながら，

膨大な情報から何が重要か主体的に判断し，自ら

問いを立てて解決を目指し，他者と協働しながら

新たな価値を生み出していくことが求められる

文部科学省 。すなわち，自立的かつ協働

的な問題解決能力が求められており，そのために

は論理的思考力が必要となる。しかし，この論理

的思考にはバイアスが含まれることが多く見られ

る。ここで，主観にとらわれることなく，ものご

とを客観的に捉え 多角的・多面的に検討し，適

切な規準に基づき判断する，批判的思考が重要で

ある 楠見・平山， 。ここで，数学と数学教

育は批判的発展の中に置かなければならないとい

う主張 や，数学の正

当性を問わずに自明なものとするのではなく，社

会や文化で用いられる数学の正当性を批判的に検

討することが必要という主張 か

らも分かるように，数学教育において批判的思考

はなくてはならないものだと考える。本研究で

は，中学校数学科における批判的思考力を定義し

た上で，その育成を目指した授業開発を目的とす

る。

研究の計画

生徒の批判的思考力を育成するために，以下の

手順で研究を進める。 
まず，批判的思考力の定義付けを行い，批判的

思考力の技能リストを作成する。次に，批判的思

考力を段階毎に定義づけをする。評価シートおよ

び，分析シートの作成を行い，それらを用いて批

判的思考力の育成に有効な手立てを分析していく。 

研究の内容

中学校数学科における批判的思考力の定義 
批判的思考力については，様々な解釈がされて

いる。楠見・平山の定義に加え，服部氏(2018)は
さらに数学に絞り，「与えられた事象について，数

学的知識や数学的推論等を駆使してその妥当性や

信頼性を正しく評価しようとする能力と積極的な

態度」と定義している。ここで，私は中学校教育

に組み込むことを踏まえ，学習指導要領解説数学

編にある中学校数学科の目標の中から，問題解決

を取り扱うことを付け加える。本研究では批判的

思考力を「問題解決の過程で合理的に省察する能

力」と定義する。また，育成指標とするために本

研究では，批判的思考の技能リストとして Ennis
による批判的思考カリキュラムリストを用いる。 

批判的思考力の発達段階

批判的思考力を場面・動機・能力で分ける。下

に段階毎に分けたものを示す。外的要因とは，他

者との解答や意見の違いに気づいた時としている。 
① あらゆる場面で自発的に過程を振り返り，合理

的に考察できる。

② 外的要因がなくとも時々自発的に過程を振り

返り，合理的に考察できる。

③ 外的要因によって過程を振り返り，合理的に考

察できる。

④ 外的要因によって身の周りの情報や他者の意

見や自己の考えを振り返ることができるが，合

理的な考察ができない状態。

⑤ 外的要因によって身の周りの情報や他者の意

見を振り返ることはできるが，自己の考えにつ

いて振り返ることのできない状態。

⑥ どんな状況においても身の周りの情報や他者

批判的思考力，認知バイアス，問題解決，外的要因 キーワード：
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の意見を鵜呑みにしてしまう状態。

研究対象（学級全体）

・H 中学校 2 年生 32 名 
・批判的思考力の調査 
内容：ダニエルカーネマンによるバットとボー

ルの値段に関する問題 
結果：正答率 32.3% 

立式を行い，自分の解答を自ら振り返るこ

とができている生徒は 4 人のみであった。 
研究対象（個人）

生徒 実践前の批判的思考力の発達段階

批判的思考力 ②
批判的思考力 ③
批判的思考力 ④
批判的思考力 ⑤

実践内容

単元 図形の性質と証明

内容 正しい事柄の逆が常に正しいとは限らないこ

とを知り，反例を挙げることで正しくないこと

を説明できるようになる。

批 判

的 思

考 技

能

態度

命題や問題を探す 理由を探す 情報を

集めようとする オープンマインドでいる

能力

問題に焦点を当てる 議論を分析する

明らかにするための，または挑戦するための質

問をし，答える 演繹的推論を行い，判断す

る 他人と相互作用する

批 判

的 思

考 の

た め

の 手

立て

○他者に説明し，質問するためにグループワー

クを行う。

○命題を考える問を設定する

○オープンエンドな課題

○反例を考える単元

○ワークシートについて

・解答に対して理由を明示させる

・解答を複数個記入させるための枠

成果と課題

批判的な視点の意識について

事後調査として，批判的思考の内面に関する

調査を行った。どの質問に関しても，数学の学

習と数学以外の学習には大きな差は見られなか

った。理由や根拠の意識については，「たまにす

る」以上の解答をした生徒は約 であった。

自分の解答への可謬的な視点に関して，ほとん

どの生徒が「たまにする」以上の解答を行って

いた。上記のことから，場面によっては批判的

な視点を持つことができる生徒が増えたことが

分かった。

個人の成長（批判的思考力の発達段階）

生徒 実践前 実践後

批判的思考力 ② 批判的思考力 ②
批判的思考力 ③ 批判的思考力 ②
批判的思考力 ④ 批判的思考力 ③
批判的思考力 ⑤ 批判的思考力 ④

手立ての有効性について（成果○ 課題●）

○ グループワークは，生徒個人にとって，外的要

因による気づきを与えてくれる場面が多く，「

明らかにするための，または挑戦するための質

問をし，答える」能力や，他者との交流から「

情報を集めようとする」態度，批判的な視点を

生徒にもたせることに有効であると考えられる。 
○ オープンエンドな課題を取り扱ったことによ

って，「 他の選択肢を探す」態度の育成に有効

であった。

○ 反例を考えるという単元は，多くのパターンの

中から一度出した解答だけでなく，他の解答を

探し，成り立たない例を考えなければならない。

その過程で，生徒は，命題を批判的な視点で考

え，取り組むことができていた。 
● 課題設定に問題意識を持てないような課題で

あった場合には，生徒同士の答えの確認のみで

終わってしまうこともあった。 
● 解答を書き，新しいアイディアを検討するため

の枠をワークシートに多くとることも必要だと

考察される。 
● 批判的思考力の向上は他教科や日常生活の影

響等を含める必要がある。今後は，数学のみに

よる批判的思考力の向上がどの程度されるのか

見取っていくための手法の考察が必要である。 
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